
第 1 回  淡路市総合計画審議会   

議事要旨  

 

日時：令和７年 11 月５日（木）午後２時 00 分～午後２時 50 分  

場所：防災あんしんセンター  

出席者  

副市長    

出席委員：城下委員、小田委員、岡田委員、長瀬委員、岬委員、保田委員、  

 津田委員、米山委員、堀内委員、堀内委員、魚住委員、関委員、  

 大場委員、江川委員、廣田委員  

欠席委員：田中委員、土井委員、相坂委員、中野委員、鍋谷委員  

事  務  局：神林部長、野田部長、伊藤係長、澤井、 (株 )ぎょうせい２名  

配布資料  

資料-１  第１回淡路市総合計画審議会次第  

資料-２  淡路市総合計画審議会委員名簿  

資料-３  席次表  

資料-４  淡路市総合計画審議会条例  

資料-５  第１回審議会資料  

次第  
１   開会  

２   委嘱状の交付  

３   副市長あいさつ  

副市長よりあいさつ。  

４   委員の紹介  

資料２を用いて、委員の紹介  

５   会長の選出  



事務局選任により、津田委員が会長に選出された。  

６   会長のあいさつ  

津田会長より、あいさつ。  

７   諮  問  

副市長より、津田会長へ第３次総合計画策定にかかる諮問。  

８   協議事項  

（１）職務代理者の選出  

会長より、保田委員が職務代理に選出された。  

（２）淡路市総合計画及び総合戦略の策定方針について  

事務局より、資料５の説明。  

会  長：今の説明を受けて何かご質問等あるか。  

委  員：13 ページの策定の考え方に「⑤わかりやすい計画づくり」とあるが、  

紙媒体の他にデジタル化された計画書も公表されるようになるのか。  

事務局：市のＨＰにデジタルファイルも掲載する予定。  

委  員：文言等の検索もしやすくなる認識で良いか。  

事務局：そのとおり。  

委  員：資料の「７．策定の基本的な考え方」は良く理解した。その上でアンケ  

ート結果や議事録の公表、傍聴を可能とするなど、風通しの良い計画策  

定についてお考えはお持ちか。  

事務局：前提として、アンケートで意見を聴取している。また策定の終盤ではパ  

ブコメを実施予定だが、この段階は最終案であり、あまり反映の余地が  

ない。そのため本計画策定においては、例えば第３回審議会では本構想  

の素案を示していくことを予定しているが、このタイミグの基本構想素  

案をもって、市民の皆様にご意見を聴取する仕組みを考えている。  

会  長：議事録や会議の公開についてはいかがか。  

事務局：議事録については、非公開としたい。会議も非公開を考えている。  

会  長：スケジュールでは会議は７回予定されている。委員以外の意見を求める  

ことを考える際には、オブザーバーの出席は可能なのか。  

事務局：審議会条例第７条にあるとおり、会長の判断の元可能。  

会  長：今後会長のみではなく、審議会委員で決めていきたい。  

 



（３）スケジュールについて  

事務局より資料５のスケジュールについて説明。  

会  長：今の説明を受けて何かご質問等あるか。  

委  員：トップインタビューについて、質問項目はこれから作成予定か。  

事務局：アンケート結果も踏まえて検討予定。  

委  員：トップインタビューの結果は、第２回の会議で示されるのか。  

事務局：その予定である。  

委  員：提案であるが、この審議会の場でトップインタビューしていただくのは  

どうか。  

会  長：公開では難しいのではないかと考えている。これからのビジョンや計画  

を語るのは、ある程度の知識や経験が必要ではないか。審議会としては  

トップインタビューの結果をもって、質問や意見を述べる方がよいので  

はないか。  

委  員：トップインタビューは、委託されている（株）ぎょうせいがやるとの理  

解で業者選定、またスケジュールも組まれているので、お任せする方が  

良いと思う。  

会  長：３月に予定されている第２回審議会開催にあたっては、事前資料配布は  

あるのか。  

事務局：次回からは事前に配布予定。  

会  長：前回も事前に資料をいただいていたので、意見や考えをまとめて審議会  

に臨むのが良いと思う。  

事務局：事務局としても事前配布は必要と考えている。  

会  長：住民アンケートについて、恣意的な視点の分析などはないようにして  

    いただきたいと考えているが、その点についてはいかがか。  

ぎょうせい ：アンケートは、ある程度傾向がみえるような設問や選択肢の設計をし  

    ている。よって回答や傾向予想はしているが、結果のまとめについて恣  

意的にまとめることはなく、公平な視点で、他自体の結果等も踏まえて  

報告したいと考えている。自由記述についても、両極の意見があると思  

うが、示し方については事務局と検討上、進めていきたい。  

会  長：アンケートのまとめにＡＩは活用予定はあるか。  

ぎょうせい ：自由記述などの処理は、ＡＩの方が格段に早く処理できるので、活用  

    していく方向で考えている。ただし、最後は人間の目で確認はしてい  

    くことで考えている。  

 



（４）その他  

次回の第２回会議は、計画策定における課題をまとめて３月中開催予定。  

９   閉会  

以上  


